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○ボッチャサークル「コロコロ四日市」
「ボッチャ」は、どこか一つでも身体の動くところがあ
ればできる、障害のある人のために開発されたスポーツ
で、パラリンピックの正式種目です。ボッチャは、イタ
リア語でボールを意味します。
ジャックボール（目標球）と呼ばれる白いボールに、

赤・青のそれぞれ６球
ずつのボールを投げた
り、転がしたり、他の
ボールに当てたりし
て、いかに近づけるか
を競います。

このボッチャを普及させたくて、昨年の秋、ボッチャ
サークル「コロコロ四日市」を発足させました。今は12
人のメンバーが在籍し、月１回、練習に励んでいます。
どなたでも参加可能ですので、健康な人も、障害のある
人も、気軽に見に来て、体験して、そしてどんどん広め
てもらえるとうれしいですね。

○東京パラリンピックを目指して
７月初め、北海道で行われた全日本選手権予選会に出

場しました。今回の出場は、選手権の雰囲気を知るため
のもので、いい経験になりました。やはり、全国はレベ
ルが高く、もっともっと練習をしなければならないと、
改めて練習に対する意欲が高まりました。次は11月に春
日井市で行われる、あいちボッチャ競技大会に出場する
予定です。
これからさらに練習を重ね、2020年の東京パラリンピ

ックへの出場を目指しながら、チーム一丸となってレベ
ルアップを図っていきます。

○障害者に対する意識を変えたい
市内の小学校へ行って、子どもたちと一緒にボッチャ

をしたいと思っています。障害がある人に関わらないよ
うにするのではなく、「重い障害がある人もみんなと同じ
ように生活してい
る」、「障害があって
もやればできる」こ
とを伝え、障害のあ
る人に対する子ども
たちの意識が変わっ
てくれることを願い
ます。

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：10月11日～11月10日 ９：00・20：30
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脳性まひを抱えながらも、ボッチャサークル
「コロコロ四日市」を立ち上げ、ボッチャの普及
とパラリンピック出場を目指して活動している古
畑さんにお話を伺いました。

古畑ふさ子さん

練習日程 10月18日（日）13：00～15：30
11月８日（日）13：30～16：00

場 所 四日市市障害者体育センター
（西日野町）


